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町 　 章
1962（昭和37）年10月1日に制

せい

定
てい

されました。
高野町の「高」を図案化し、「塔

とう

」（歴
れき

史
し

）をかたどり、
「太陽」（町政

せい

の発
はっ

展
てん

）と「月」（平和と文化）をいだいた
形をしています。これは、永遠に繁

はん

栄
えい

する高野町を表し
たものです。

町 の 花
シャクナゲ（石楠花）
シャクナゲは、山地に生えるツツジ科の常

じょう

緑
りょく

低木で、
厚
あつ

みと光
こう

沢
たく

のある葉は寒い冬にも耐
た

えることができます。
初夏になると淡

うす

紅
べに

色の優
ゆう

雅
が

な花が集まって咲
さ

き、存
そん

在
ざい

感を増
ま

します。
花言葉は「荘

そう

厳
ごん

、威
い

厳
げん

」で、「花木の女王」と言われて
います。

町 の 木
コウヤマキ（高野槙）
コウヤマキは、コウヤマキ科の日本固

こ

有
ゆう

の樹
じゅ

木
もく

です。
本州

しゅう

の中部から近
きん

畿
き

・四国・九州に分
ぶん

布
ぷ

する常
じょう

緑
りょく

針
しん

葉
よう

樹
じゅ

です。特
とく

に高野山に多く生育することから、この名が付
きました。
枝
えだ

葉
は

は仏
ぶつ

前
ぜん

のお供
そな

えとして、また土
み や げ

産物として多くの
人
ひと

々
びと

に親しまれています。

高
こ う

野
や

町
ちょう

民
み ん

憲
け ん

章
しょう

緑
みどり

深
ふか

き山
やま

々
やま

に包
つつ

まれた高
こう

野
や

町
ちょう

は、歴
れき

史
し

の重
おも

みと文
ぶん

化
か

の香
かお

りが宿
やど

る町
まち

です。
私
わたし

たちは、先
せん

人
じん

の努
ど

力
りょく

をうけつぎ、心
こころ

のふるさと高
こう

野
や

町
ちょう

をこよなく愛
あい

し、希
き

望
ぼう

に満
み

ちた
“世

せ

界
かい

に開
ひら

けゆく文
ぶん

化
か

の町
まち

” を創
つく

るため、この憲
けん

章
しょう

を定
さだ

め、その実
じつ

現
げん

に努
つと

めます。

１．歴
れき

史
し

と伝
でん

統
とう

に培
つちか

われた、仏
ぶっ

都
と

にふさわしい魅
み

力
りょく

あるまちをつくります。
１．緑

みどり

豊
ゆた

かな森
しん

林
りん

を愛
あい

し、恵
めぐ

まれた自
し

然
ぜん

に調
ちょう

和
わ

した美
うつく

しいまちをつくります。
１．心

こころ

のふれあいを大
たい

切
せつ

にし、訪
おとず

れる人
ひと

々
びと

にも思
おも

いやりのあるまちをつくります。
１．未

み

来
らい

をになう子
こ

供
ども

たちの夢
ゆめ

を育
はぐく

むまちをつくります。
１．心

しん

身
しん

をきたえ、健
けん

康
こう

で明
あか

るい活
かつ

力
りょく

あるまちをつくります。

は じ め に

社会が大きく変化していく時代において、わたしたちの郷
きょう

土
ど

もその姿
すがた

を変えつ

つあります。世界遺
い

産
さん

への登
とう

録
ろく

や交通の整
せい

備
び

などによって高野町を訪
おとず

れる人が増
ふ

え、今では海外からのお客さまも多くなりました。その一方で、過
か

疎
そ

化
か

や少子高
こう

齢
れい

化によって町の人口は減
げん

少
しょう

しています。

「町の未来はどうあるべきなのか」

わたしたちは、今ある生活をより便
べん

利
り

で豊
ゆた

かなものにしたいと願っています。

そして、町は世界遺産の価
か

値
ち

とともに発
はっ

展
てん

していく必
ひつ

要
よう

があります。

「わたしたちの生活を豊かにしながらも、時代を超
こ

えて守
まも

らなければならない

価値をどう残
のこ

していくか」

一人でその答えを見つけられないときは、みんなが力を合わせればきっと見つ

けられるはずです。

この本は、そのために必
ひつ

要
よう

な郷土愛を育
はぐく

む目
もく

的
てき

で作られました。「知ること」

や「体験
けん

すること」は、郷土への想
おも

いを強くします。

そして、わたしたちは、その想いが町の輝
かがや

く未来を築
きず

いていくものと信じてい

ます。
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第１章　わたしたちのまち　高野町 �  6

	 ◎高野町のすがた �  6
	 　・高野町の位

い
置
ち

と広さ
	 　・19の大

おお
字
あざ

	 　・高野町の周
しゅう

辺
へん

	 　・土地のようす
	 　・河

か
川
せん

のようす		
	 ◎高野町の人口と土地利

り

用
よう

 �  9
	 　・人口の移

うつ
り変

か
わり

	 　・土地利
り

用
よう

	 ◎高野町の自
し

然
ぜん

�  11
	 　・四

し
季
き

の変
へん

化
か

と降
こう

水
すい

量
りょう

	 　・「高野」の名を持
も

つ植
しょく

物
ぶつ

	 　・高
こう

野
や

六
りく

木
ぼく

	 　・高野町で生
せい

息
そく

する動
どう

物
ぶつ

たち
	 ◎資

し

料
りょう

�  16
	 　・四

し
季
き

おりおりの花や風
ふう

景
けい

第２章　高野町のくらしを支
ささ

えるしくみ �  18

	 ◎町
まち

の人びとのための仕
し

事
ごと

 �  18
	 　・町の政

せい
治
じ

のしくみ
	 　・町長の仕事
	 　・町

ちょう
役
やく

場
ば

の仕事
	 　・町

ちょう
議
ぎ

会
かい

の仕事
	 　・町議会のようす
	 　・町の予算
	 　・�一

いっ
般
ぱん

会計　歳
さい

入
にゅう

歳
さい

出
しゅつ

決
けっ

算
さん

の内
うち

訳
わけ

〔2002
（平成14）年度と2020（令和２）年度〕

	 ◎みんなの役
やく

に立つ施
し

設
せつ

 �  22
	 　・観

かん
光
こう

情
じょう

報
ほう

センター
	 　・高野町まちかどサロン～縁

えん
～

	 　・学びの交
こう

流
りゅう

拠
きょ

点
てん

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

	 　・高野町の小学校と中学校		
	 ◎みんなのくらしを守

まも

る施
し

設
せつ

 �  24
	 　・くらしとごみ
	 　・くらしと水
	 　・高野山総

そう
合
ごう

診
しん

療
りょう

所
しょ

	 　・安
あん

全
ぜん

、安心なくらしを支
ささ

える警
けい

察
さつ

	 　・火
か

災
さい

、災
さい

害
がい

からくらしを守
まも

る消
しょう

防
ぼう

	

第３章　高野町内のさまざまな仕
し

事
ごと

 �  38

	 ◎田
た

畑
はた

で農
のう

作
さく

物
ぶつ

を作る仕事 �  38

	 　・耕地のようす
	 　・米作り
	 　・畑で作られてきた農作物
	 　・野

や
菜
さい

作りのようす
	 　・特

とく
色
しょく

ある工夫した取
とり

組
くみ

	 　・農業を守る取
とり

組
くみ

	 　・地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

の取
とり

組
くみ

「高野やま里市」
	 　・これからの高野町の農業
	 ◎資

し

料
りょう

 �  44
	 　・��高野町の農

のう
家
か

の推
すい

移
い

	 　・用語の解
かい

説
せつ

	 　・高野町内の各
かく

地
ち

区
く

での野
や

菜
さい

栽
さい

培
ばい

	 　・一
いち

部
ぶ

の地
ち

域
いき

で生産している農作物など
	 　・米作り
	 　・�花

はな
坂
さか

地区の産直販
はん

売
ばい

所
しょ

「なるこ川販売所」
	 ◎木を育

そだ

て森林を守
まも

る仕
し

事
ごと

 �  46
	 　・保

ほ
護
ご

されてきた森林
	 　・国

こく
有
ゆう

林
りん

と保
ほ

管
かん

林
りん

	 　・国有林の管理
	 　・富

ふ
貴
き

の林
りん

業
ぎょう

	 　・高野町の現
げん

在
ざい

の森林と林業
	 　・わたしたちのくらしと森林
	 　・健

けん
全
ぜん

な森林と木
もく

材
ざい

の生
せい

産
さん

	 　・木
もく

育
いく

の取
とり

組
くみ

		
	 ◎資

し

料
りょう

 �  54
	 　・日本農

のう
業
ぎょう

遺
い

産
さん

に認
にん

定
てい

	 ◎ものを作る仕
し

事
ごと

 �  55
	 　・高野町のもの作り
	 　・位

い
牌
はい

作り
	 　・薄

うす
板
いた

作り
	 　・檜

ひのき
紐
ひも

作り
	 　・箸

はし
作り

	 　・高野どうふ作り
	 　・高

こう
野
や

紙
がみ

作り（紙
かみ

漉
す

き）
	 ◎資

し

料
りょう

 �  60
	 　・線

せん
香
こう

	 ◎サービス、販
はん

売
ばい

などの仕
し

事
ごと

 �  62
	 　・高野町のサービス、販

はん
売
ばい

の仕事
	 　・宿

しゅく
坊
ぼう

	 　・和
わ

菓
が

子
し

屋
や

	 　・薬
くすり

屋
や

	 　・数
じゅ

珠
ず

屋
や

	 　・法
ほう

衣
い

店

	 ◎資
し

料
りょう

 �  66
	 　・お寺の仕

し
事
ごと

第４章　高野町の歴
れき

史
し

 �  67

	 ◎空
くう

海
かい

以
い

前
ぜん

の高野山 �  67
	 　・大昔

むかし
の高野山

	 　・丹
に

生
う

都
つ

比
ひ

売
め

神
じん

社
じゃ

と高野山
	 ◎空

くう

海
かい

の活
かつ

躍
やく

 �  68
	 　・求

く
道
どう

の青年時
じ

代
だい

	 　・真
しん

言
ごん

密
みっ

教
きょう

との出会い
	 　・高野山を開

ひら
く

	 　・すぐれた文
ぶん

化
か

人
じん

	 ◎空
くう

海
かい

以
い

降
こう

の高野山 �  69
	 　・平

へい
安
あん

時
じ

代
だい

の高野山
	 　・鎌

かま
倉
くら

時代の高野山
	 　・室

むろ
町
まち

時代の高野山
	 　・安

あ
土
づち

桃
もも

山
やま

時代の高野山
	 　・江

え
戸
ど

時代の高野山
	 　・明

めい
治
じ

時代以
い

降
こう

の高野山
	 ◎資

し

料
りょう

 �  76
	 　・信

しん
仰
こう

	 　・高野、熊
くま

野
の

参
さん

詣
けい

道
みち

	 　・新しい道
	 ◎各

かく

地
ち

域
いき

のくらしと歴
れき

史
し

 �  80
	 　・花

はな
坂
さか

	 　・湯
ゆ

川
かわ

	 　・大
おお

滝
たき

、相
あい

ノ
の

浦
うら

	 　・細
ほそ

川
かわ

	 　・西
にし

郷
ごう

	 　�・西
にし

ヶ
が

峰
みね

、南
みなみ

、林
はやし

と平
ひら

原
はら

、樫
かし

原
はら

、杖
つえ

ヶ
が

薮
やぶ

、東
ひがし

又
また

	 　・上
かみ

筒
つつ

香
が

、中
なか

筒
つつ

香
が

、下
しも

筒
つつ

香
が

	 　・東
ひがし

富
ふ

貴
き

と西
にし

富
ふ

貴
き

	 　・現
げん

在
ざい

の高野町になるまで
	 ◎資

し

料
りょう

 �  97
	 　・落

おちゅうど
人のかくれむら

	 　・天
てん

誅
ちゅう

組
ぐみ

と富
ふ

貴
き

	 　・神
かみ

谷
や

の仇
あだ

討
う

ち
	 　・索

さく
道
どう

	 　・高野山への電車
	 　・ケーブルカー
	 　・高野山と富

ふ
貴
き

とをつなぐ道

第５章　高野町の文
ぶん

化
か

 �  102

	 ◎各
かく

地
ち

区
く

の祭
まつ

りや行事 �  102
	 　・高野山 青

あお
葉
ば

祭り（春）

	 　・高野山 ろうそく祭り（夏）
	 　・高野山 明

みょう
神
じん

社
しゃ

秋
しゅう

季
き

大
たい

祭
さい

（秋）
	 　・高野山 修

しゅ
正
しょう

会
え

（冬）
	 　・花

はな
坂
さか

 鬼
おに

もみ（夏）
	 　・細

ほそ
川
かわ

 傘
かさ

ほこ祭り（夏）
	 　・秋祭り（秋）
	 ◎伝

でん

承
しょう

 �  106
	 　・地

ち
域
いき

に残
のこ

る昔
むかし

話
ばなし

		
	 ◎文

ぶん

化
か

財
ざい

 �  112
	 　・高野町の文化財

ざい
		

	 ◎資
し

料
りょう

 �  114
	 　・金

こん
剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

	 　・高野山霊
れい

宝
ほう

館
かん

	 　・高野町郷
きょう

土
ど

資
し

料
りょう

室
しつ

	 　・高野山大学図書館
かん

		

第６章　高野町の今と未
み

来
らい

 �  116

	 ◎世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

 日本遺
い

産
さん

 �  116
	 　・日本の世界遺

い
産
さん

	 　・紀
き

伊
い

山地の霊
れい

場
じょう

と参
さん

詣
けい

道
みち

	 　・高野町を中心とした世界遺
い

産
さん

	 　・高野町を中心とした日本遺
い

産
さん

	 ◎魅
み

力
りょく

あるまち高野町 �  120
	 　・観

かん
光
こう

のまち 高野山
	 　・注

ちゅう
目
もく

を集めるようになった高野山
	 　・外国人観

かん
光
こう

客
きゃく

を引きつける取組
	 　・高野山ならではの体

たい
験
けん

	 ◎高野町と歴
れき

史
し

、文
ぶん

化
か

でつながるまち �  125
	 　・歴

れき
史
し

でつながるまち善
ぜん

通
つう

寺
じ

市
	 　・高地にある聖

せい
地
ち

でつながるまちアッシジ市（イタリア）
	 　�・世

せ
界
かい

遺
い

産
さん

でつながるまちルンビニ（ネパール）
	 　�・�空海でつながるまち　福

ふっ
建
けん

省
しょう

福
ふく

州
しゅう

市
し

鼓
こ

楼
ろう

区
く

（中国）
	 ◎高野町のめざすまちづくり �  130
	 　・高野山らしい景

けい
観
かん

	 　・安
あん

全
ぜん

で安心なまち
	 　・子育て、学びのまち
	 　・協

きょう
働
どう

のまちづくりの推
すい

進
しん

		
	 ◎資

し

料
りょう

 �  135
	 　・写真で比

くら
べる高野山の昔と今

	 　・郵
ゆう

便
びん

局
きょく

	 　・高野電
でん

報
ぽう

電話局
きょく

	 　・関
かん

西
さい

電力出
しゅっ

張
ちょう

所
	 　・高野町商工会
	 ◎ものがたり　お大

だい

師
し

さまと高野山 �  140
	 　・お大

だい
師
し

さま 入
にゅう

定
じょう

までの足あと

も　く　じ
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